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◆冬至の日は１年の終わりの日？
今年の１２月２１日は冬至です。１年で最も昼間

の時間が身近い日です。冬至の翌日からは陽の出る
時間が少しずつ長くなり夏至（６月２１日）を境に
して再び来年１２月２２日の冬至の日を迎えます。

この日、東京・早稲田にある“穴八幡宮”には
「一陽来復」（イチヨウライフク）のお札を買い求
める人で賑わいます。「一陽来復」の「復」は「福」
ではなく「復」の文字であるのは復活の意味がある
からです。
古くから中国に伝わる「易経」のなかに“陽の気”

と“陰の気”の現象について書かれています。
“陽の気＝良い運気”とし“陰の気＝悪い気”と考
え、それが繰り返されているとあります。

夏至の日をピークにして秋～冬～春～夏と季節が
繰り返すように“冬至の日＝一陽来復”として、逆
境もこの日を境にして、太陽パワーが増す陽の気が
ふたたび復活するというのです。

◆晴れ空はやがて崩れ…雨降りは必ず晴れる
「易経」の中に“亢龍悔いあり”という言葉があります。
頂点を登り詰めたものは下るほかない…というのです。
イケイケドンドンで頂点を極めたものは…やがて落ちて
いくしかないことを忠告している言葉です。
難しいのは、「どこが頂点なのか？」「いつが頂点だっ

たりか？」がなかなか分からないことなのです。

快晴の青空が、いつまでも青空であり続けることはな
く必ずいつか崩れ雨が降る。たくさんの社員を抱えて、
業界一番の規模になり“栄華を極めた絶頂のとき”のそ
の企業のどこかに…“衰退の兆し”が芽を出していると
いうのです。

逆に言えば、土砂降り雨の日が何日続いていても、必
ず晴れの日が来るということです。地球的規模の不況に
翻弄されていても現状がいつまでも続くことはないとい
うことですが、いつになったら開けるのか気がかりでも
ありますが…。

「易経」の中で、登りつめて栄華を
極めている現象や人々の姿を、天高
く悠々と泳いでいる龍に例え“飛龍”
と呼んでいます。

そして、“飛龍”となって調子に
のりすぎると、やがては“亢龍”に
なり、よほどのことがない限り飛龍
には戻れなくなり、結果として悔や
むことになるというのですから、大
変なことです。

業界のリーダーとなる人々が、規

模の拡大や栄華を目指し、そして…それを誇ってい
る姿に、嘆かわしささえ感じるのは私だけでしょう
か。

そういう人々は、気が付いたときには一気に衰退
の道を辿ることになるという戒めだそうですから、
お互いに十分に気をつけなければいけませんね。

◆明るい兆しがあるのに気づかない人
過去の私自身がそうであったように、事業の活力

が崩れてくると、見えていなければいけないものが
見えなくなってしまうことが多いものです。

とくに、問題に押しつぶされそうになったり行き
詰まったときにこそ、冷静になり周囲の人の言葉に
耳を傾け、出来るだけ客観的に自分を見つめていく
ことによって次々と打つべき手が見つけて、新たな
活路が開けていくものです。

ところが、苦境にぶつかり絶望的になる人に限っ
て、今までの自分の経験値だけで判断し、周囲の人

からの言葉には耳を傾けず、何を提案されても「それは
できない！だって…」「そんなコトしたことない！だっ
て…」と、出来ない、したくない理由をツラツラと並べ
立てて、何時間もかけて話し合いをしても結局は何の結
論も出ないままになっています。

ひどい場合は、自分の思い通りに行かないことを、そ
れまでに関係してきた人や相談した相手に対して、自分
を理解できない頼りにならないヤツとして、ミソクソに
悪たれを言い逆恨みさえする人もいます。

残念なことに、そんな人は、明るい兆しがあることを
周囲の人が教えてくれているのだとは思えないのでしょ
うね。

年末が近づくと、電車が「人身事故のため不通」になっ
たということを聞くと、「もしや?!思い余った人か？」
と、問題を解決できまま事務所を出て行った人のことを
思い浮かべてしまいます。

死ぬ勇気があったら…と、思ってしまうのは、自ら命
を絶った人に対する伝えきれない何かがあったか、主訴
を聴いてあげられなかったのかを悩み苦しむところです。

先週、友人のご主人がご相談に来られて、お会いした
翌日に同じようにして亡くなられました。その一報を耳
にしたときから、筆舌には尽くしがたい動揺が今でも残っ
ていて消えません。
残されたご家族のことを思うと、さらに胸が痛みます。

どうしてさしあげれば死なないで済んだのだろ
うか…。

このことは逐語記録を起こして自省材料とす
ることが大切なのかも知れません。

ご冥福をお祈りいたします。合掌。
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●左か…右か…、どっちを選ぶか
「江戸を起点とし旧中仙道を歩き、本郷を
過ぎると駒込村にさしかかる。その地は
“駒込追分町”と称し中仙道と奥州道の岐
るゝ所を以て斯く名付けたり。」

左を行けば中仙道となり板橋村、本庄を
通り京都に至る。右を行けば王子村から岩
槻を通り中尊寺から青森に至る。

追分とは馬車や牛車で街道を往く時、分
かれにさしかかったときにどちらの道に往
くかを決めて馬や牛に左右のどちらにする
かを追い分けていたところから由来してい
ます。

私たちのこれまでの人生でも、生まれた
ときから右か左かを決定され、そして自己
判断ができるようになると自ら決定し、生
涯に亘って何千百万、何億、何兆、何京回
の選択を繰り返し、やがて死んでいくこと
になるのだが、考えてみれば、コンピュー
ターのフリップフロップ(FlipFlop)回路の
ように驚くほどの早さで反応し、身体の６
０兆個の細胞に瞬時にその情報を送り届け
ているのだから人間の身体は“不可思議”
（１０の６４乗の数字のこと）でならない。

瞬間瞬間の判断が自分の前に道を作り上げ、その道を
辿ることで大きな感動が体感できるというものです。

しかし、そんな“不可思議”な能力を持っている人間
なのに、何でつまらない過ちを何度も繰り返してしまう
のだろうかと考えさせられる。

あれこれと深く考えてみたところで、所詮は２つの中
から１つを選択することを繰り返し生きてきた人生だと
したら、なりゆきに任せ、人がダメだということを止め
て、大自然の摂理に従うということなのだろう。

●困ったときは…神だのみ？
“人生は糾える縄のごとし ”と言うように「悪いこ

と」に出会うのと同じ数だけ「良いこと」にも出会うと
いうのですから、右往左往して必死になってどちらかを
選択しなければならないということも必要もないのかも
知れません。
「自分は不幸だ」と思い続けて人生を嘆き悲しんでいる
人は「自分は幸せだ」という状況がすぐ隣にあったりす
ることに気づかないまま過ごしているのではないでしょ

うか。
誰かが何とかしてくれるだろうというような

他力本願の考えでいる人は、人間が持っている
“不可思議”な力が働いていないのだから何か
を成し遂げたという大きな感動もない。

そして、そういう人はトラブルに直面しても
その原因が自分にあるとはは周囲には全く思わ
ず、ほとんど他人のセイにしてしまう困った人
たちです。誰かに相談したとしても、おそらく
何も結論を導き出すことはできないだろうし、
行動に移すことができないのも当然のことなの
かも知れません。

せっかくそうしたすばらしい能力を持ちなが
ら、自分の意志で結論を出せない人は、どちら
かと言えば服装もルーズで、メタボで、タバコ
やパチンコから抜けられない擬似的なウツ病と
なってしまう。６０兆個の細胞は活力を失い、
自分から病気を呼び込んでいるのかも知れませ
ん。

そんな人が問題にぶつかったときは、いっそ
の事“神だのみ”をすることが良いのかも知れ
ません。誰を傷つけることもなく、誰を恨むこ
ともなく、それを運命と受け止めて生きていく
ことができるかも知れません。

●迷ったときは“困難そうな道”を…
霊感師であり易占家であった母は、子供たちが結論を

出せなくて悩んでいると決まってこう言っていた。
「迷ったときに楽な方を選択するとロクなことにならな
いよ。困難が多く大変そうで、人がやりたがらない嫌な
方を選んでいれば間違いないんだから…」と、子供たち
には口癖のように繰り返していたことを思い出す。

いま思うことは、トラブルに直面したときに問題を正
面から受け止め解決していく「二者択一」の“直感力”
が養われてきたことと、他人からは“大変そうなこと”
と見えることでも、自分ではそれを“大変なこと”とは
感じないでいられるだけでも有り難いことだ。

“楽な方を選択する”ということは、“問題解決能力”
が養われないままが人生を送るということであって、せ
いぜい自分の頭の上の蠅を追うことで精一杯の人生で終
わることだろう。

それでは何の感動もないし、社会の誰かにお返しがで
きないまま終わる人生にはしたくはないものだ。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。

生物は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそう
した個が調和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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前号では「Confessions of a Subprime Lender: An I
nsider's Tale of Greed, Fraud, and Ignorance」から、
住宅ローンが証券化されるまでの流れ全体をご紹介しま
した。 今回は、サブプライムローンの流れの入り口に
注目したいと思います。
住宅ローンの借り手が手続きするには、ふたつの選択

肢があります。
ひとつはブローカーを通して金融

会社と契約する方法。もうひとつは
直接金融会社と契約する方法。与信
上問題を抱えている借り手は、ブロー
カー経由で申し込むケースが多くな
ります。

この本の著者は、２０００年～２
００５年までの６年間、ブローカー
から持ち込まれる案件を審査し、住
宅ローンを販売する企業を運営して

いました。ブローカーはいわば仕事上のパートナーとい
うべき立場でした。その著者の立場から見たブローカー
は、職業倫理上これでいいのか、と疑問を抱かざるを得
ないものでした。

著者はブローカーをまず大きく３種類に分けて説明し
ています。誠実組、機能不全組、不正組。

誠実組は、職業倫理上まったく問題のないブローカー
で、借り手の不正や問題を発覚次第、金融会社にもその
情報を開示する人たちです。
著者は、サブプライムローンのうち、与信上なんの問

題もないのは全体の３０％だと言います。そのため、誠
実にブローカー業務を遂行した場合、短期的に見た場合
営業成績を上げることは難しいかもしれませんが、金融
会社との堅牢な関係を含め長期的に見た場合は金の価値
があると言います。

次の機能不全組。著者によると、この機能不全組がブ
ローカーの多数派になります。そして、この機能不全組
は、強引、隠蔽、操作などの手を使います。
強引な手としては、次のような例を挙げています。住

宅ローンが支払えるか不安に思っている借り手がいた場
合、低金利で始まる変動金利を「強引」に勧めます。

ブローカーの歩合は、ローン総額によって決まるため、
少しでも多く借りてもらったほうが収入になるからです。
金利があがって返済額が増えたときのことは考慮しない
のです。
隠蔽の手としては、次のような例を挙げています。ひ

とつは、借り手が良からぬことを考えているのを知って
いて知らない振りをすることです。離婚を前提に住宅ロー
ンを借り換えようとしている夫婦がいました。
離婚の際、家と住宅ローンは収入のは妻のものに、借

り換えで手にした現金は夫のものにするという計画をし
ていました。
妻は住宅ローンの十分な支払い能力はありませんから、

金融会社は損失を被るのは目に見えています。

しかし、いったん住宅ローンが組まれれば、ブローカー
の収入になるため、ここで「隠蔽」するわけです。
もうひとつの例は、負債の隠蔽です。住宅ローンをも

うひとつ借り入れしようと手続きしているの
を「隠蔽」し、金融会社が背負うリスクを隠
してしまうのです。

最後の操作は、隠蔽と違い、自らの手で何かを操作し、
与信上問題のあるローンを問題がないように見せかけ、
成立させてしまう操作です。
たとえば、支払い能力が不十分な借り手の収入証明を

偽造したり、変動金利は途中で金利が上昇するという説
明をせずに、最初の低金利だけで借り手に虚偽の説明を
したり、などです。
あるがままを提示した場合、金融会社がローンを貸し

付けないことを見越して、与信上問題がないと思われる
条件まで「操作」するわけです。

最後の不正組は、機能不全組よりさらに悪質です。機
能不全組は、問題がある行為をしながらも、住宅ローン
を返済していく意思がある借り手の契約を成立させよう
とします。
一方、不正組は最初から支払いする気などまったくあ

りません。詐欺としか言いようがない手口です。
著者によると、サブプライムローンの場合、この不正

によって成立する契約は、全体の５％ほどだということ
です。
私は、５％という数字は小さくないと思います。
しかし、サブプライムローンの内側にいた著者は「たっ

た」５％と言います。
不正組は悪質で、たとえば住宅ローンを契約したあと、

契約した覚えはない、と主張する者までいたそうです。
米国の場合、契約は署名が一般的ですが、その署名は

偽造だと言い張ったそうです。

こうして見てみると、サブプライムローンは破綻すべ
くして破綻したように思えてきま
す。このブローカーはリスクを背
負いません。ブローカーに法的責
任がないというのは、法の欠陥で
はなかったのでしょうか。

いつまで続くのか分からなく
なった地球規模に拡大してしまったこの不況が、本
来、何の関わりもない人々まで巻き添えにしている
現実は、当事者達はどのように受け止めているのだ
ろうか。

金融業界に携わる者は、金融商品を取り扱う人間
達の「人間性」のあり方にまで言及して、２度とこ
のような事態にならないような社会的な制裁を受け
るべきであり、家族を守るために額に汗して働く多
くの誠実な人々の生活をメチャメチャにしているこ
とに強く憤りを感じるのは私だけだろうか。

「利己」の考え方に「儲かる人」の影に「損する人」
がいることになり、“儲かる”“高利回り”“安心”
“有利”などの「まやかしの言葉や活字」で目先の
利益を追い求め実践することが、「頭脳明晰で有能
な経営者」かのように考えて行動しているとしたら、
大きな誤りとしか言いようがない。

自分のために「時流を追う者は時流で失敗する」
「利を追う者は利によって財を失う」と考えるべき
なのでしょう。そしてお金とともに「心を奪われ」
てしまいます。
「利他」の精神をもって一人ひとりが「社会貢献」
と「家族を守る」ことができるような気持ちを持て
るようになることを、心がけたいと思っています。

大きく儲けて財を築くことは「砂の城」を築くこ
とだということが明確になりました。

瞬時で世界が見えるこの時代だからこそ、大切な
ことを学べるのではないでしょうか。

「対岸の火事」が「彼岸の火事」となった今、大
きく「思い遣りの心の財産」を築くように心がけて
いきたいと思っています。「財は僅かでいい。家族が
健康で夢を育くむ笑顔があれば…」

World Now

サブプライムローン取扱の金融会社からみたブローカ－
●潜在している“回りくどいムダ”

去年の７月、日本企業の労働生産性(労働者一人当り
の付加価値額)は、先進７力国中で最低という記録が１
１年続いている、という報道があった。

手元に社会経済生産性本部がまとめた「ＯＥＣＤ各国
の労働生産性ランキング」があるから、あらため
て見てみると、
①ルクセンブルグ ②アメリカ ③ノルウェー
④アイルランド ⑤ベルギー と続き、日本は、
スペインに次いで１９位である。
「このデータは本当か。もっと高いのでは？」と
いう問い合わせもあったらしいが、私は、こんな
ものではないか、と思っている。

いま盛んに、国交省はじめ県のムダ遣いが指摘
されているが、"時間のムダ使い"を指摘する声は、
まだ聞こえない。

たとえば私は一時期、埼玉県のＩ市に住んだこ
ともあり、用があり市役所に行った日に見た現場
の様子が忘れられない。
職員が５、６人輪になって、机の回りを歩き回っ

ている。机上にはページ物に仕上げるプリントが、
バラで並べてある。それをページ順に取っていけ
ば一綴りぶんがまとまる。６人で取れば、一巡で
６冊ぶんになる、という計算だろう。

しかし私は瞬間的に、「自分が一人でやる仕事
と、大差はない」と思ったものだ。くわしくは説
明を省くが、役所には上から下まで、「より早く
やるには？」とか「より低コストでやるには…?」とい
う発想は、カケラもない。

では企業ではどうか。企業も規模が大きくなるほど、
官僚化の傾向をたどると言われる。

ある銀行に招かれ、本店講堂での有料セミナーの講演
を頼まれた。

そして当日。無事に講演を終わることができた。
しかし、約束した額の講演料につ

いては、何の話もない。一体担当者
は何を考えているのだろうか。

２、３日したら電話がきて、「請
求書の用紙を送りますから、折り返
しご返送ください」という。

それから３日して、届いた請求書に記入押印して返送
した。そして１０日ほどして、ようやく振り込まれた。
なんと回りくどいことか。

●“勤務時間中に床屋”も、生産性を落とす
私も会社にいた頃、外部講師を招き、社内講演会を催

したことが、何回もある。
私は事前に、私の責任で伝票を起こし、経理

から講師謝礼金を受け取り、礼を失しないよう
に講師に呈上した。お願いした講師に、請求書
を書けなどと失礼なことは言わなかった。

先の銀行の場合、まったくのムダと思われる
ものは、以下のとおり。
①請求書を講師に送るのは、まったく余計でム
ダな手間。

②講師に余計な手間をかける上に、非礼この上
もないムダ。

③講師から送られてきた伝票を添えて、出金稟
議に回すムダな手間。
担当者が起票して済む話じゃないか、と私は

思うのだが、「講師の請求書が必要」という組
織が、社員の起票は信用できないというのなら、
よほど性悪説に凝り固まった組織だろう。

私は思う。日本の製造業に限ると、製造ライ
ンの生産性は、決して低くはないと思う。低い
のは、間接業務部門だと思う。ムダは、ホワイ
トカラーに多いのである。

この銀行のようなムダは、大企業のムダの氷山の一角
に過ぎない。
勤務時間中に、「○○の件で出かけてきます」と断り、

床屋に行くなどは珍しいことではない。これもまた、生
産性低下のひとつであることにかわりはない。

さらに加えれば、バーコードのついた振替用紙をコン
ビニに持参する。すると例のリーダーでピッピッとなぞっ
て完了。

ところが銀行では、余分な伝票を書かせ、時間も多く
かかる。それを改善しようという意識も働かない。自己
反省力と、自浄能力が乏しいからであろう。

銀行の仕事ぶりは、反面教師として学ぶがいいようだ。
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